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Pl P2 Pl P2
n（％） n（％） n（％） n（％）
Number　of　root　canals
1 29（7．16） 20（27．40） 81（81．00） 95（59．95）
2 347（91．08）53（72．60） 14（14．00） 4（4．05）
A 190（49．87）13（17．81） 5（5．00）
B 15（3．94） 6（8．22） 5（5．00） 2（2．03）
C 130（34．12）34（46．58） 1（1．00）
D 9（2．36） 1（1．00） 1（1．00）




1 85（22．31） 8（10。96） 27（27．00） 17（17．17）
2 53（13．91） 10（13．70） 12（12．00） 11（11．11）
（1992年2月28日受理）
2 恩田・正木：小臼歯の根管の解剖
3 28（7．35） 10（13．70） 4（4。00） 9（9．09）
4 10（2．62） 8（10、96） 2（2．00） 4（4．04）
5 3（0．79） 1（1．37） 2（2．02）
6 1（0．26） 5（5．00） 1（1．01）





Totals 184（49．08） 38（52．05） 53（53．00） 49（49．49）
Number　of　apical　ramification
1 60（15．75） 14（19．18）17（17．00） 13（13．13）
2 20（5．25） 3（4．11） 7（7．00） 3（3．03）
3 9（2．36） 1（1．37） 2（2．00）
4 2（0．52） 1（1．37） 1（1．00）
6 1（1．37）
8 1（0．26）

































































































































































































































































































































2 7（7．00） 7（9．33） 11（5．42）






















































分　枝 数 日本人 スイス人 日本人
n（％） n（％） n（％）
1 95（95．96）60（92．31）





















































































恩 田　他 奥　村 葭 内　他
根　　　管　　　型 分　　枝　　型 4 5 4　5 4 5
一 一 一一 『 一n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）
単　　純　　形 13（5．65）10（13．70）29（25．69）6（6．38） 33（22．00）
管　外　側　枝 13（5．65） 5（6．85） 5（4．42） 9（9．57） 10（6．67）
単　　純　　根　　管 根　端　分　岐 2（0．87） 3（4．11） 14（12．39） 6（6．38）30（20．00）
管外＋根端 1（0．43） 2（2．74）3（2．65） 4（2．67）
計 29（12．61） 20（27．40）5正（45．13）21（22．34）77（51．33）
単　　純　　形 3（1．30） 2（1．77） 2（2．13） 2（1．33）
管　外　側　枝 4（1．74） 1（1．37） 7（7．45） 1（0．67）
根　端　分　岐 1（0．43） 1（1．37）4（3．54） 4（4．26） 4（2．67）
管　間　側　枝 12（5．22） 1（L37） 6（6．38）
高位完全分岐根管 管外＋根端 2（0．87） 1（1．37） 1（1．06） 1（0．67）
管外＋管間 13（5．65） 7（9．59）
根端＋管間 9（3．91） 1（1．37） 10（8．85）4（4．26）
管外＋根端＋管間 6（2．61） 1（1．37） 3（2．65）
計 50（21．74）13（17．81）19（16．81）24（25．53）8（5．33）
単　　純　　形 2（0．87） 2（2．37）3（2．65） 7（7．45） 3（2．00）
管　外　側　枝 2（0．87） 1（L34） 2（2．13） 1（0．67）
根　端　分　岐 2（0．87） 6（5．31） 2（2．13） 5（3．33）
管　間　側　枝 1（1．34） 1（1．06） 1（0．67）





単　　純　　形 21（9．13） 4（5．48） 9（7．96）11（11．70） 19（12．67）
管　外　側　枝 20（8．70） 7（9．59） 1（0．88） 7（7．45） 9（6．00）
根　端　分　岐 14（6．09） 3（4．11）2（10．62）8（8．51） 15（10．00）
管　間　側　枝 19（8．26） 4（5．48）4（3．54） 4（4．26） 4（4，67）
高位不完全分岐根管 管外＋根端 7（3．04） 4（5．48） 2（1．33）
管外＋管間 23（10．00）9（12．33） 2（2．13）
根端＋管間 10（4．35） 3（4．11）6（5、31） 1（1．06） 3（2．00）
管外＋根端＋管間 16（6．96）
計 130（56．52） 34（46．58）32（28．32） 33（35．11） 52（34．67）






計1 9（3、91） 2（2．13） 2（1．33）
網　　状　　根　　管 単　　純　　形 3（1．30） 1（0．88） 2（2．13）
3　　　根　　　管 管外＋根端 1（0．43）












































































































































































































恩 田　他 奥　村 葭 内　他
一 一 『一 一 一根　　　管　　　型 分　　枝　　型 4 5 4　5 4 5
n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）
















































合 計 100 99 149 110 116
松本歯学　18〔1）1992 17
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